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う点だった。今までサーバ開発といえばハードウェアの新規開発ばかり行っていると思ったが実際には

既存ハードウェアを効率的にしたり、ソフトウェアを充実させたりと、多くのことを行っているのだと
知った。やはり複合的な視野と知識が必要なのだと思った。

組込み機器における物づくりの現状と求められる技術者像

日立エンジニアリング株式会社浅井剛

数理情報システム学科２年，３年対象担当教員：末吉敏則，飯田全広

実施概要

ものづくり特別講演の一環として，平成１８年１月３１日（火）に百周年記念館にて「組込み機器におけ

る物づくりの現状と求められる技術者像」（日立エンジニアリング株式会社主任技師浅井剛様）と題する講演

会を開催した．本公演会の参加者は数理`情報システムエ学科２年生７０名，同３年生４８名，同４年生１０

名，その他（大学院生，教職員を含む）１２名の計１４０名の参加があり，多数の聴講者の参加を戴いて盛

況に開催することができた．講演先立ち，聴講の資料として講演スライドと組み込みシステムの実際が記載

された雑誌の別刷りを用意し，配布した．講演内容は組み込み業界の状況から最新の技術動向，将来展望と

広範囲に渡り，大変濃い内容の講演となった．聴講した学生の諸君からは，「技術者とは何か」から「社会人

としての姿勢｣，「企業が求めている人物像」など，多面的かつ実務的なアドバイスを含んだ講演となり，将

来の就職に向けて有用な内容であったとの感想を得ることができた．また，講演の最後には質疑応答時間を

とったことから，会場からより踏み込んだ質問が出て盛り上がった．

学生の感想

・浅井氏が最後に言われた、「"ハードを知っているソフト屋，，あるいは“ソフトを知っているハード屋，，

になることが重要である｡」「常に一歩先を見据え、自己研鑓していかなければならない｡」という言葉が

印象に残っています。実際働かれている方の講演を聞くことができ、非常に有意義に感じました。

・最初のほうでマイコンにまつわるお話では、初期化において未使用モジュールには“使用しない，，とい

う設定をせずに誤動作の原因になった事があると聞いて、組込み機器開発における難しさを知った。ま

た、組込みソフトウェアの外部委託率が８割以上であるのに対して、それらの品質管理については徹底
された体制が整われていないことに危うさを感じた。さらに、組込み業界においてソフトの分野でもハ

ードの分野でも技術者が力を発揮するには、高い技術力だけでは難しいことも痛感した。単なる－技術

者としてだけではなく、経営者としての観点からの考察を聞けたのも良い機会となった。最後の方の組

込み業界への就職に関するお話については、これから就職を控えている身としては、改めて考察するた

めのいい材料になった。また、最後に技術者の究極の姿は本質を理解することであるとして「技術者は

文化を生み出す創造者であれ」という言葉には感動したが、質問にあった「どのくらい儲かるのか？」

に対する返答にはこの業界で生きていく厳しさを感じた。

・今回のセミナーでは、大きく分けて２つのことを学ぶことができた。マイコンシステムや組込み機器に

ついてと、組込み業界の状況や就職のための`情報である。マイコンシステムについてでは、マイコンの

歴史・進化からシステムの分類について知ることができた。４００４を開発した日本人である嶋正利氏の話

､が特に印象深かった。また分類についてでは、起動手11頂から見た分類などはっきりとしたイメージを持

つことができた。組込み機器についてでは、組込み機器の条件や開発ステップについて、そして組込み

機器の設計者に必要な技術について知ることができた。組込み業界の状況については、ソフト業界では

外部委託化が進みハード業界ではハードウェアのみではなかなか儲けられないのが現状のようだ。特に

ハード業界の現状には、将来的に就職を考えている立場上少しショックを受けた。企業への就職後、ス

キルを磨き独立して起業するという選択肢の話が印象に残った。また、色々な組込み業界のメーカにつ

いて知ることができたのは、今年就職活動を控えている私たちにとって大きい。私は現在就職先にハー

ドウェアメーカかＳＯＣメーカを考えているが、両者の良し悪しを知ることができたのに加えてシステム

メーカにも興味を持つことができた。そしてどの業界に進んでも共通なことがわかったことも大きな収

穫である。
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